
令和７ 年中における 市内の火災、 救急及び１ １ ９ 番通報の確定値について 

～火災は増加、 救急及び１ １ ９ 番通報は過去最多を 更新～ 

 

令和７ 年中における 市内の火災、 救急及び１ １ ９ 番通報の確定値について、 次のと お

り お知ら せし ま す。  

 

１  各種件数一覧 

２  火災の概要 

火災件数は１ ９ ２ 件( 前年比３ ９ 件増) 、 死者は８ 人( 前年比４ 人増) 、 負傷者は、 ３

３ 人( 前年比１ 人増) 、 損害額は５ ２ ０ ， ９ ８ ３ 千円（ 前年比２ ０ ７ ， １ １ ４ 千円増）

です。  

出火原因は「 電気機器」 ２ ８ 件（ そのう ち「 リ チウ ムイ オン電池」 の火災が２ ０ 件）

が最も 多く 、「 たばこ 」 ２ ５ 件、「 放火（ 疑い含む）」 １ ７ 件と なっ ていま す。 詳細に

ついては、 資料１ 「 令和７ 年中における 火災の概要（ 確定値）」 のと おり です。  

３  救急の概要 

救急出場件数は、 ４ ５ ， １ ９ ４ 件( 前年比８ ５ ５ 件増) 、 搬送人員は、 ３ ８ ， ３ ６ ３

人( 前年比１ ， １ １ ８ 人増) で、 共に過去最多を更新し ま し た。  

救急出場の事故種別では、「 急病」 が最も 多く 、「 一般負傷」、「 転院搬送」、「 交通事

故」 と 続いていま す。  

軽症者の搬送人員は、 １ ９ ， ４ ０ ４ 人で、 全体の搬送人員の５ ０ ． ６ ％と なっ てい

ま す。  

６ ５ 歳以上の高齢者の搬送人員は、２ ２ ，３ ６ ８ 人で、全体の搬送人員の５ ８ ．３ ％

と なっ ていま す。詳細については、資料２「 令和７ 年中における 救急の概要（ 確定値）」

のと おり です。  

４  １ １ ９ 番通報等の概要 

１ １ ９ 番通報等の件数は６ ２ ， ８ ２ ６ 件（ 前年比７ ４ ３ 件増） です。 １ 日平均で１

７ ２ 件、 ８ 分２ ２ 秒に１ 回の１ １ ９ 番通報等を 受信し 、 過去最多を更新し ま し た。  

 

種別 令和７ 年（ 件） 令和６ 年（ 件） 増減（ 件）  増減率（ ％） 

火災 １ ９ ２  １ ５ ３  ３ ９  ２ ５ ． ５  

救急出場 ４ ５ , １ ９ ４  ４ ４ , ３ ３ ９  ８ ５ ５  １ ． ９  

１ １ ９ 番通報等 ６ ２ , ８ ２ ６  ６ ２ , ０ ８ ３  ７ ４ ３  １ ． ２  

令和８ 年６ 月１ ２ 日 

相模原市発表資料 

問い合わせ先 

消防局  消防部予防課（ 火災関係）  

         042-751-9117 

警防部救急課（ 救急関係）  

 042-751-9142 

      警防部指令課（ 119 番通報関係） 

         042-751-9123 



令和７ 年中における 火災の概要( 確定値)  

 

 

 

 

 

 

 

１  火災の発生状況 

 

（ １ ）  火災件数は前年と 比べ３ ９ 件増加 

令和７ 年中の火災件数は１ ９ ２ 件で、 前年と 比べ３ ９ 件増加し ていま す。  

火災種別ごと に見る と 、 前年と 比べ建物火災は１ １ ５ 件で２ ２ 件増加、 林野火

災は２ 件で変動なし 、 車両火災は１ ７ 件で１ 件減少、 その他の火災は５ ８ 件で１

８ 件増加と なり ま し た。  

 

（ ２ ） 出火原因の第１ 位は「 電気機器」、 続いて「 たばこ 」、「 放火（「 放火の疑い」

を 含み、 以下同じ 。）」  

全火災の出火原因順位と し ては、 「 電気機器」 の２ ８ 件( １ ４ ． ６ ％) が最も 多

く 、 「 たばこ 」 ２ ５ 件( １ ３ ． ０ ％) 、 「 放火」 １ ７ 件( ８ ． ９ ％) 、 「 火あそび」

１ ２ 件（ ６ . ３ ％） 、 「 こ んろ」 １ ０ 件（ ５ ． ２ ％） と 続いていま す。  

「 電気機器」 のう ち、 ２ ０ 件がリ チウ ムイ オン電池の火災です。  

 

（ ３ ） 火災によ る 死者は８ 人、 前年と 比べ４ 人増加 

火災によ る 死者は８ 人、 前年と 比べ４ 人増加し ていま す。  

火災種別ごと に見る と 、 建物火災によ り 亡く なり ま し た。  

負傷者は３ ３ 人、 前年と 比べ１ 人増加し ていま す。  

 

（ ４ ） 建物焼損棟数、 焼損面積及び損害額は前年と 比べ増加 

焼損棟数は１ ６ ０ 棟、 前年と 比べ３ ２ 棟増加し ていま す。  

建物の焼損面積は４ ,１ ７ ９ ㎡、 前年と 比べ１ ,１ １ ７ ㎡増加し ていま す。  

損害額は５ 億２ ,０ ９ ８ 万３ 千円と なっ ており 、 前年と 比べ２ 億７ １ １ 万４ 千

円増加し ていま す。  

 

市内で１ ９ ２ 件の火災が発生し ま し た。  

火災によ る 死者は８ 人で負傷者は３ ３ 人でし た。  

 

資料１



２  火災概況( 前年比)  

項   目 令和７ 年 令和６ 年 増 減 

 合  計 ( 件数)  192 153 39 

火
災
種
別 

建物 
件 数 115 93 22 

面積( ㎡)  4, 179 3, 062 1, 117 

林野 
件 数 2 2 0 

面積( a)  3 6 ▲3 

 車   両 17 18 ▲1 

 船   舶 0 0 0 

 航 空 機 0 0 0 

その他 
件  数 58 40 18 

面積( ㎡)  37, 754 12, 281 25, 473 

原
因
別 

失   火( 構成比)  153 （ 79. 7%）  133 （ 86. 9%）  20 

放火( 疑い含む。) ( 構成比) 17 （ 8. 9%）  8 （ 5. 2%）  9 

不   明( 構成比)  22 （ 11. 5%）  12 （ 7. 8%）  10 

焼 損 棟 数 160 128 32 

り  災 世 帯 129 88 41 

り  災 人 員 284 179 105 

死     者 8 4 4 

負  傷  者 33 32 1 

損 害 額 ( 千円）  520, 983 313, 869 207, 114 

＊ 小数点第２ 位を四捨五入 

 

３  出火原因( 前年比)  

令  和  ７  年   １９２   件     令  和  ６  年  １５３  件      

順位 出  火  原  因 件     数 順位 出  火  原  因 件     数 

１ 電 気 機 器 28（ 14. 6%）  １ こ ん ろ 19（ 12. 4%）  

２ た ば こ 25（ 13. 0%）  ２ 電 気 機 器 15（ 9. 8%）  

３ 放 火 17（ 8. 9%）  ３ た ば こ  14（ 9. 2%）  

４ 火 あ そ び 12（ 6. 3%）  ４ 放 火 8（ 5. 2%）  

５ こ ん ろ 10（ 5. 2%）  ５ ス ト ー ブ 7（ 4. 6%）  

上位 5 位の合計 92（ 47. 9%）  上位 5 位の合計 63（ 41. 2%）  

＊ 小数点第２ 位を四捨五入
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令和７ 年中における 救急の概要( 確定値)   

 

 

 

 

 

１  救急業務の実施状況 

 

（ １ ） 救急出場件数は前年と 比べ８ ５ ５ 件増加し 過去最多を 更新 

令和７ 年の救急出場件数は４ ５ ， １ ９ ４ 件、 搬送人員は３ ８ ， ３ ６ ３ 人で、

前年と 比べ救急出場件数は８ ５ ５ 件、 搬送人員は１ ， １ １ ８ 人増加し 、 過去最多

と なり ま し た。  

 

（ ２ ） 救急出場の事故種別の第１ 位は「 急病」 、 続いて「 一般負傷」 、 「 転院搬送」  

救急出場の事故種別順位と し ては、 「 急病」 の３ ０ ， ８ ４ １ 件( ６ ８ ． ２ ％)

が最も 多く 、 「 一般負傷」 ６ ， ５ ６ ３ 件( １ ４ ． ５ ％) 、 「 転院搬送」 ３ ， ２ ２ ４

件( ７ ． １ ％) 、 「 交通事故」 ２ ， ３ ０ ４ 件( ５ ． １ ％) と 続いていま す。  

 

（ ３ ） 軽症者の搬送割合は前年と 比べ０ ． ２ ポイ ン ト 減 

軽症者の搬送人員は、 １ ９ ， ４ ０ ４ 人( 前年比４ ８ ２ 人増) で、 全体の搬送人員の５

０ ． ６ ％( 前年比０ ． ２ ポイ ント 減) と なっていま す。  

 

（ ４ ） ６ ５ 歳以上の高齢者の搬送割合は前年と 比べ０ ． ５ ポイ ント 減 

６ ５ 歳以上の高齢者の搬送人員は、 ２ ２ ， ３ ６ ８ 人( 前年比５ ６ ２ 人増) で、 全体の

搬送人員の５ ８ ． ３ ％( 前年比０ ． ２ ポイント 減) と なっていま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

救急出場件数は４ ５ ， １ ９ ４ 件、 搬送人員は３ ８ ， ３ ６ ３ 人で、  

と も に過去最多を更新し ま し た。  

資料２



２  救急概要 

事  故  種  別 令和７ 年 

( A)  

令和６ 年 

( B)  

増減( C)  増減率 

区       分 ( A-B)  ( C/B×100)  

救急出場件数 45, 194 44, 339 855 1. 9％ 

傷病者搬送件数 38, 197 37, 104 1, 093 2. 9％ 

不 搬 送 件 数 6, 997 7, 235 △238 △9. 5％ 

事 

故 

種 

別 

内 

訳 

火       災 131 （ 0. 3％）  126 （ 0. 3％）  5 4. 0％ 

自 然 災 害 0 （ 0. 0％）  7 （ 0. 0％）  △7 － 

水       難 5 （ 0. 0％）  6 （ 0. 0％）  △1 △16. 7％ 

交       通 2, 304 （ 5. 1％）  2, 322 （ 5. 2％）  △18 △0. 8％ 

労 働 災 害 282 （ 0. 6％）  314 （ 0. 7％）  △32 △10. 2％ 

運 動 競 技 234 （ 0. 5％）  244 （ 0. 6％）  △10 △4. 1％ 

一 般 負 傷 6, 563 （ 14. 5％）  6, 279 （ 14. 2％）  284 4. 5％ 

加       害 172 （ 0. 4％）  179 （ 0. 4％）  △7 △3. 9％ 

自 損 行 為 422 （ 0. 9％）  443 （ 1. 0％）  △21 △4. 7％ 

急       病 30, 841 （ 68. 2％）  30, 329 （ 68. 4％）  512 1. 7％ 

そ
の
他 

転院搬送 3, 224 （ 7. 1％）  3, 054 （ 6. 9％）  170 5. 6％ 

医師搬送 8 （ 0. 0％）  12 （ 0. 0％）  △4 △33. 3％ 

資材搬送 1 （ 0. 0％）  3 （ 0. 0％）  △2 △66. 7％ 

その他 1, 007 （ 2. 2％）  1, 021 （ 2. 3％）  △14 △1. 4％ 

搬 送 人 員 38, 363 37, 245 1, 118 3. 0％ 

性
別 

男 性 19, 635 19, 392 243 1. 3％ 

女 性 18, 728 17, 853 875 4. 9％ 

程
度
別 

死 亡 185 （ 0. 5％）  283 （ 0. 8％）  △98 △34. 6％ 

重 症 3, 060 （ 8. 0％）  2, 839 （ 7. 6％）  221 7. 8％ 

中 等 症 15, 713 （ 41. 0％）  15, 201 （ 40. 8％）  512 3. 4％ 

軽 症 19, 404 （ 50. 6％）  18, 922 （ 50. 8％）  482 2. 5％ 

そ の 他 1 （ 0. 0％）  0 （ 0. 0％）  1 － 

＊ 事故種別内訳の括弧内は救急出場件数における 構成比 

＊ 程度別の括弧内は搬送人員における 構成比 

＊ 増減率と 割合については小数点以下第２ 位を四捨五入 

＊ 端数処理（ 四捨五入） のため、 構成比の合計は 100％になら ない場合がある 。  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３ 年 令和４ 年 令和５ 年 令和６ 年 令和７ 年

救急件数（ 件） 35,847 42,060 43,696 44,339 45,194

搬送人員（ 人） 31,029 34,826 35,890 37,245 38,363

満65歳以上

搬送人員（ 人）
17,457 19,971 20,808 21,806 22,368
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３  事故種別搬送人員状況 

事故種別 令和７ 年 令和６ 年 対前年比 

順 位 搬送人員 構成比 搬送人員 構成比 比較増減 増減率 

1 急   病 26, 225 68. 4％ 25, 488 67. 8％ 737 2. 9％ 

2 一般負傷 5, 824 15. 2％ 5, 549 15. 2％ 275 5. 0％ 

3 転院搬送 3, 196 8. 3％ 3, 030 8. 0％ 166 5. 5％ 

4 交  通 2, 156 5. 6％ 2, 137 6. 4％ 19 0. 9％ 

5 自損行為 306 0. 8％ 317 0. 8％ △11  △3. 5％ 

6 労働災害 272 0. 7％ 301 0. 8％ △29 △9. 6％ 

7 運動競技 233 0. 6％ 237 0. 6％ △4 1. 7％ 

8 加  害 118 0. 3％ 142 0. 3％ △24 16. 9％ 

9 火  災 28 0. 1％ 32 0. 1％ △4 △12. 5％ 

10 そ の 他 3 0. 0％ 3 0. 0％ 0 0. 0％ 

11 水  難 2 0. 0％ 2 0. 0％ 0 0. 0％ 

12 自然災害 0 0. 0％ 7 0. 0％ △7 △100. 0％ 

計 38, 363 100. 0％ 35, 890 100. 0％ 1, 118 3. 0％ 

＊ 構成比と 増減率については、 小数点以下第２ 位を四捨五入 

＊ 端数処理( 四捨五入) のため、 構成比の合計は 100％になら ない場合がある 。  

 

４  年齢別搬送人員 

年齢区分 
令和７ 年 令和６ 年 対前年比 

搬送人員 構成比 搬送人員 構成比 比較増減 増減率 

新生児 100 0. 3％ 106 0. 3％ △6 △5. 7％ 

乳幼児 1, 756 4. 6％ 1, 757 4. 7％ △1 △0. 1％ 

少年 1, 439 3. 8％ 1, 408 3. 8％ 31 2. 2％ 

成人 12, 700 33. 1％ 12, 168 32. 7％ 532 4. 4％ 

高齢者（ ６ ５ 歳以上）  22, 368 58. 3％ 21, 806 58. 5％ 562 2. 6％ 

計 38, 363 100. 0％ 37, 245 100. 0％ 1, 118 3. 0％ 

＊ 構成比と 増減率については、 小数点以下第２ 位を 四捨五入 

＊ 端数処理( 四捨五入) のため、 構成比の合計は 100％になら ない場合がある 。  

 

 


